
 

 

 

 

 

 

 

 

◆ミッション 

 人口減少、少子高齢化の進展による社会構造の変化に対応した多極ネットワ

ーク型コンパクトシティによるまちづくりを推進し、市内全域の利便性を高め

るとともに、昨今、多発する自然災害対策に積極的に取り組み、地域防災力の向

上を図ることで将来にわたって市民が安心して快適に暮らせるまちづくりを進

める。 

 

◎公共交通ネットワークで結ばれた、利便性が高く、居心地のよい、ひらかれた

都市づくりを進める。 

 

◎効率的で効果的な社会基盤の整備を進める。  

 

◎災害に強いまちづくりを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【政策５】生活基盤整備 

◆目標 

安心して快適に暮らせるまち 

所管：建設水道部 



小諸市第 11次基本計画（第２部：基本計画 第４章：政策） 

 

 

 

 

◆方 針 

◎公共交通ネットワークで結ばれた、利便性が高く、居心地のよい、ひらかれた

都市づくりを進める。 

 利便性の高い都市づくりのため、公共交通の利便性が高い小諸駅・市庁舎周辺

地域において、生活に欠かせない都市機能施設の集約・誘導を、様々な主体との

公民連携により取り組むとともに、市内のコミュニティ交通の改善や広域的な

幹線交通の維持に努め、持続可能な交通ネットワークの構築を行う。 

 そして、「居心地のよい、ひらかれた」付加価値の高い都市づくりに向け、都

市機能施設の有機的な連携と、外出機会の創出につながる公共交通の利用促進

に取り組む。 

 

 

 

◎効率的で効果的な社会基盤の整備を進める。 

 市民の生活に欠くことのできない道路や橋梁等の整備・修繕は、将来にわたる

持続可能性を考慮した長寿命化計画に沿って着実に進めるとともに、社会基盤

の整備を行うことにより移住・定住の促進を図る。 

 公民共同企業体「㈱水みらい小諸」への一部業務委託による上水道事業は、民

間事業者のノウハウを活用しつつ業務管理を厳格に行うことで、安全で良質な

水の安定供給と事業の安定経営を維持する。 

 

 

 

◎災害に強いまちづくりを進める。 

 災害発生時には、人命を保護することが最も優先されなければならない。今後

発生しうる大規模自然災害に備えて、限られた資源で効率的・効果的に強靭化を

図るとともに、自身の安全を守る「自助」、地域のつながりを大切にした助け合

い「共助」の意識を高めるため、関係機関の連携強化と住民意識の高揚を図る。 

 

 

 

 

 


